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 思いつくままに綴り、書き直しを繰り返し、意を尽くそうと文を練るのは、心身の劣化を遅らせるのに役に立つと考え
ました。内容は専門外ですから、学問的には書けません。勝手に他人に送りつけるのは、この歳になった私の新たな冒険
です。他人様にはどうでもよい内容かも知れません。差し障りがあるかも知れません。浅はかと思われるかも知れません。
破棄して下さって構いません。（雑草の「雑」は内容が様々であること、「草」は書き留めたものの意味です。） 
 

五感と美意識（５ 聴覚の巻） 
 文芸や比喩や心情でいう聴覚ではなく、耳から離れた場所の音源からの音を捉える感覚について考え

る。音には大小、高低、音色とこれらの混合、持続時間がある。耳鳴りや幻聴、夢の中の音は考えない。 
 音は風雨、雷など天然の音、動物が出す音や鳴き声、人間の声や楽器の音、機械器具の音、これらの

複合など、たくさんある。音量は度が過ぎると耳を悪くする。落雷や爆発による大音響は耳を傷つけ、

聴覚を失うことがある。音の高低は大幅だが、人間の耳で感知できるのは、そのうちの一部でしかない。

音色は極めて多様で、そのお陰で人間は言葉を操り、歌を歌うことができる。 
耳は、聴きたくない音に対しては耳を塞げばよいが、いつまでも塞いではいられない。種々の音が一

緒に入ってくるから、耳を塞ぐと聴きたい音や聴くべき音も聴けなくなってしまう。路上にいる時など、

救急車の音が聞こえなくなっては困る。耳栓というのがあるが、音を完全に聞こえなくするのではなく、

気にならない程度に小さく聞こえるようになっている。 
 蝙蝠（こうもり）は目はあるが視力がないという。自他が出す音波を耳で聞きとって物を認識し、行

動するというから、蝙蝠は耳で物を見ている訳である。目は光がないと利かないが、耳は闇でも利く。

蝙蝠は初めは目が見えたであろう。ところが耳が発達し、聴覚によって音源の形状を知るようになった。

更には自分から音波を出して、音波が物に当たって反射するのを耳で感知して、物の存在や形状などを

知るようになった。目は要らなくなり、退化して痕跡だけが残った。蝙蝠は不思議な生き物である。 
音は美意識で理解することができる。音には快い音あるいは美しい音と、不快な音あるいは汚い音、

騒音がある。快いか不快かは人の意識によるから、同じ音でも人により、場面により快音となり、ある

いは不快音となる。音楽は音の時間的配列だが美意識が働き易い。音量は音楽の美意識に影響する。適

切な音量なら美しい音楽も、音量が過大になると騒音に感じる。美しい音の流れは、心に残り、あとで

また聴きたいと思う。聴くほどに惚れ込む。好きな歌曲は繰り返し聴くばかりでなく、自分で歌ったり

する。二度と聞きたくない音は、美しい音とは言えない。音の好みは個人差が大きい。 
 音楽は聴覚のための音の芸術作品である。a 初めに音の配列の設計者がいる。b 次に音響化する人が
いる。c次に聴く人がいる。aは作曲家、bは演奏家、a、b、cは重複がありうる。これに商品化のため
の事業者がいて音楽は普及する。作曲家は自らの芸術魂を最大限に込めて作品を仕上げる。作品は作曲

者にとって最も美しいものである。しかし聴く立場の美意識は様々で、美しいと思うかどうか分からな

い。美しいと思えば売れるし、そうでなければ売れない。 
 聴覚に関連して思うに、人生の途中まで聴覚があった作曲家が、何かの事情で聴覚を失った場合、作

曲ができるかというと、できるらしい。優れた作曲家は、譜面上の音符が音となって頭の中を流れるら

しい。ベートーベンは晩年、聴覚障害者になったが第九を書いた。荘厳な交響曲は彼の脳裏で思い通り

に鳴り響いたであろう。視覚を失った画家が絵を描くのが不可能なことを思えば、聴覚は何と不思議な

感覚であろうか。 
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